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図　評価における風速の換算と転覆限界状態

　強風対策や運転規制の有効性を評価する一連の研究の一

つとして，規制区間を走行する列車の危険度を評価する方

法を提案する。鉄道車両にとって風上側の輪重がゼロとな

ることを限界状態と定義した上で，限界状態をもたらす風

速（以下，転覆限界風速）を超える強風が風速評価上の基

準位置で生じる確率を危険度の指標とする。このため，規

制区間の通過所要時間長さに合わせた数分間の最大瞬間風

速の統計をとり，最大瞬間風速が転覆限界風速以上となる

確率を算出する。ただし，構造物に近接して風速計が取り

付けられていたり，線路の地上高が多様である等の風速評

価上の条件が異なる場合には，規制用風速計で観測された

風速を任意地点の転覆限界風速と直接比較することはでき

ないので，観測値に及ぼす構造物の影響や風速の鉛直分布

を定式化するなどして観測風速を任意地点の基準位置の風

速に換算し，基準位置の風速が転覆限界風速を超える確率

を危険度の指標とする。

(1)観測風速への構造物影響を修正

(2)直前の風速から直後の風速（発生確率）

　 を風速増加量の経験的確率で推定

(4)風速から空気力を推定
　 空気力係数/(構造物形状+車両形状)

　 (瞬間風速で瞬間空気力が決定すると仮定)

直前　 分間風速

車体に働く空気力

基準位置の風速

直後　 分間風速

　分間は規制解除までの
様子見時間とする

　分間は規制区間通過時分
とする

監視地点（地上高さZ）

任意地点X

基準位置の地上高はZX

風上側の輪重

車体中心の地上高はZX

（粗度に基づく鉛直分布の仮定）
（区間内一様風況の仮定）

(3)監視地点の風速から任意地点　 の風速を

　 推定

(5)空気力から輪重を推定
　 総研詳細式（車両諸元，走行条件）

　 (瞬間空気力のピーク値が静的に作用すると仮定)

輪重がゼロならば危険（定義）
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